学際科学フロンティア研究所 研究業績自己評価書

国際卓越研究大学の重点KPIで設定された研究業績指標である過去5年間の学術論文数およびTop 10%論文数が、同研究分野の同年代の卓越した研究者の水準にあることを説明すること。なお、研究分野の特性上、このような指標が適当でない場合はその旨を記載し、研究分野で通常用いられる指標を用いて説明すること。

注意：
(1) 以下のセルを削除したり配置を変更したりしてはいけないが、セルの高さは適宜変更してよい。ただし本様式全体で2ページ以内とする。記載欄内のフォントサイズは9ポイントとする。
(2) 研究者ID等で、該当がない場合は「該当なし」と記載すること。
(3) 研究業績指標の調査にあたっては、論文データベースScopusおよびその分析ツールであるSciValを用いること。ScopusおよびSciValが利用できない場合には、その旨明記の上、利用可能な他のデータベースを用いても差し支えない。
(4) Top 10％論文は”Field-weighted”で抽出すること。
(5) 自己評価欄には、同研究分野の同年代の研究者の中での位置づけの自己評価として、S（上位10%程度）、A（上位30%程度）、B（上位50%程度）、C（上位70%程度）、D（上位90%程度）のいずれかを記入すること。

研究者ID等
	氏名*
	

	Scopus Author ID*（9～11桁の数字）
	

	ORCID iD（16桁の（英）数字、ハイフン入り）
	

	researchmap URL
	

	Google Scholar URL
	


* 必須事項
（ただし、Scopusに論文が登録されておらずAuthor IDが存在しない場合は、「該当なし」と記載すること。）

Scopus Author IDの調べ方
	1. Scopus Author Searchページにアクセス
以下のURLにアクセスする。
https://www.scopus.com/freelookup/form/author.uri
2. 名前などの情報を入力
当該研究者の姓・名、所属機関を入力して検索する。
3. 著者プロフィールを見つける
表示された著者リストの中から当該研究者を特定する。
4. Author IDを確認
著者名をクリックして著者ページに遷移する。「Scopus ID:」の右側に表示される数字がAuthor ID。



	評価基準
	記載欄
	自己評価欄

	前年までの直近5年間の学術論文数およびTop 10%論文数が、同研究分野の同年代の卓越した研究者の水準にあること。ただし、研究分野の特性上、学術論文数やTop 10%論文数が適当な指標でない場合は、研究分野で通常用いられる指標で、同研究分野の同年代の卓越した研究者の水準にあること。
	前年までの直近5年間の学術論文数およびTop 10%論文数、または、研究分野で通常用いられる指標で、同研究分野で同年代の卓越した研究者の水準にあることを、国内外の研究者を参照しながら説明すること。
	

	
	
	

	
	同研究分野で同年代の卓越した研究者4名（内2名以上は日本国外から）の氏名、所属、職名、Scopus Author ID、説明
	

	
	
	

	
	使用したデータベース
	

	
	· Scopus          □　Scopus以外のデータベース
（Scopus 以外の場合は、データベース名とURLを以下に記載すること）
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